
１３ 人権問題への取組について 

【問１７】 
人権を尊重する意識を高めるために、様々な啓発活動が行われていますが、あなた

が、最近１年ぐらいの間に、次の中で見たり、聞いたりしたものをすべて選んで番号
に○をつけてください。 
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11.5%
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19.9%

4.6%

13.8%

2.1%

4.1%

県・市町村の広報誌

冊子・パンフレット

新聞広告

テレビ・ラジオのＣＭ

人権啓発映画やビデオの上映会

ポスターやパネルなどの展示会

人権問題に関する講演会、研修会など

フェスティバルなどのイベント

インターネット（ホームページやＳＮＳなど）を

通じた啓発

掲示物（ポスター・看板・たれ幕など）

街頭啓発

知らない

その他

無回答

今回調査 前回調査(H30)



・ 「テレビ・ラジオのＣＭ」が 56.7%と最も高く、次いで「県・市町村の広報誌」

が 40.9%、「新聞広告」が 24.4%となっている。 
・ 前回の調査結果と比較すると、「新聞広告」が 5.9ポイント減となる一方で、「イ
ンターネット（ホームページやＳＮＳなど）を通じた啓発」が 6.4ポイント増、
「テレビ・ラジオのＣＭ」が 4.1ポイント増となっている。 

 
◆「その他」の主な内容 
・職場での研修会 
・学校における講話や授業、大学での講義 

 
 
  



【問１８】 
人権を尊重する意識を高めるための啓発の方法として、どのようなものが効果があ

ると思いますか。次の中から当てはまるものをすべて選んで番号に○をつけてくださ
い。 
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63.0%

35.5%

20.2%

19.9%

16.5%

17.8%

17.6%

11.1%

29.5%

3.3%

8.3%

4.1%

3.9%

新聞・雑誌を通じた啓発を行う

テレビ・ラジオを通じた啓発を行う

県や市町村の広報誌等を通じた啓発を行う

人権問題を扱った冊子やパンフレットの配布や

ポスターの掲示を行う

人権問題を扱った映画・ビデオを上映する

講演会・研修会・シンポジウムなどを開催する

人権に関するイベント・フェスティバルを開催する

インターネット（ホームページやＳＮＳなど）

を通じた啓発

人権に関する作文や絵画などのコンクールを行う

障がいのある人や高齢者などとのふれあいの機会を設ける

特にない

わからない

その他

無回答

今回調査 前回調査(H30)



・ 「テレビ・ラジオを通じた啓発を行う」が 63.1%と最も高く、次いで「新聞・雑

誌を通じた啓発を行う」が 41.5%、「県や市町村の広報誌等を通じた啓発を行う」

が 36.1%となっている。 
・ 前回の調査結果と比較すると、「障がいのある人や高齢者などとのふれあいの機
会を設ける」が 5.4ポイント減、「新聞・雑誌を通じた啓発を行う」が 4.8ポイン
ト減の一方で、「インターネット（ホームページやＳＮＳなど）を通じた啓発」

（前回調査での項目名は「人権問題に関するホームページをつくり、常に新しい

情報を提供する」）が 14.0ポイント増となっている。 
 
◆「その他」の主な内容 

・学校や家庭における教育（参観日にあわせて親も参加できるような機会を設ける） 
・YouTubeや Instagram等、日頃から若年層が見ていそうな場所に上げる。 
・小さい子どものうちから障がいを抱えた方や高齢者、ＬＧＢＴ、トランスジェン

ダーの方々との接点を設ける。 
・人権を尊重する制度を行政が先立って確立していく。 

 
  



【問１９】 
人権が尊重される社会を実現するために、特にどのようなことが必要だと思います

か。次の中から当てはまるものをすべて選んで番号に○をつけてください。 
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46.4%
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37.0%
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30.2%

2.2%

3.3%

1.7%

6.6%

1.3%

3.2%

家庭において人権に関する教育を充実させる

学校において人権に関する教育を充実させる

地域社会において人権に関する教育を充実させる

企業において人権に関する教育を充実させる

人権に関する相談体制を充実させる

行政が、人権侵害を受けた人や

社会的に弱い立場にある人を支援・救済する

人権侵害を受けた人を救済するための

新たな法律や制度を作る

人権問題に関する啓発のための施設を充実させる

家庭、学校、企業、地域における

人権教育の中心となる人や組織を育てる

現状の社会で人権は十分に尊重されており、

新たな取り組みは不要である

何をやっても効果は期待できない

特にない

わからない

その他

無回答

今回調査 前回調査(H30)



・ 「学校において人権に関する教育を充実させる」が 70.9%と最も高く、次いで「家

庭において人権に関する教育を充実させる」が 49.1%、「地域社会において人権

に関する教育を充実させる」が 48.0%となっている。 
・ 前回の調査結果と比較すると、「家庭、学校、企業、地域における人権教育の中
心となる人や組織を育てる」が 5.5ポイント増、「人権侵害を受けた人を救済す
るための新たな法律や制度を作る」が 4.7ポイント増、「企業において人権に関
する教育を充実させる」が 3.5ポイント増となっている。 

 
◆「その他」の主な内容 
・行政や企業により過去に行われた、あるいは現に行われている人権侵害事例を

きちんと取り上げ、批判し、教訓をくみ取ること。 
・国や地方自治体が、率先して人権尊重する政策を進める。（例：同性婚を認め

る法改正、パートナーシップ条例の制定） 
 

 

【参考】全国調査の状況

項目 内閣府調査
学校内外の人権教育を充実する 57.6%
人権意識を高め、人権への理解を深めてもらうための啓
発広報活動を推進する

46.9%

人権が侵害された被害者の救済・支援を充実する 44.2%
犯罪の取締りを強化する 41.9%
人権問題に対応する専門の相談機関・施設を充実する 36.8%
地方自治体、民間団体などの関係機関と連携を図る 31.2%
人権に関する情報の収集及び提供を充実する 19.7%
特にない 3.4%
その他 3.3%


